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図 1. CdSの電流雑音1)





















一夕 ｡ (1)層流は㌔ (C｡)-0を満足する安定平衡点 (attracting fixedpoint)C=co
で記述される, (2)〟>〟Cで系は別の安定平衡点-移るか,周期運動をする, (3)
p> hrで乱流になると,運動方程式は安定平衡点や周期軌道 (closed orbit)の解を
持たず,自分自身と交わらない非常に複雑でchaoticと見倣される非周期軌道(strange
att,actor)を措く. Ruelle･-Takensは位相解析によりstrangeattractorの存在を証
明した｡ Benard instabilityの計算機実験11)やTaylor instabilityの雑音スペクト
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図 4.増幅フォノンのスペクトルの時間発展14)
a+--(α一打刺2)少+ iA ¢2∂t (2a)
(2b)
ここで,α=㌔ ｡,β= ㌔ ㌔ (2b)は ¢のパラメ トリック増幅を記述するo ¢が励起
しない臨界点近傍 (め-0)では, (2a)はLandau方程式になるo Vq,q′,q〝= iVo






る｡ これは13enard instabilityのLorenzモデルと同様に解析的に可能である(第 1
表 )0
表 1. 定常解の安定性
αく0 0<α<αT α>αT α>αT
βく0 βく0 βニーbく0 β>0
+o 00√市有 0､′七一了 b/iB 0√可否~
¢o 0 0000J(a-aT)(b/AB) 00
aT- gP2/B2は¢のパラメトリック増幅が起る｡のしきい値である0
第 1表から,α>αTで系 (2)は安定平衡点を持たないo解はbounded であるか
ら,このとき,系は位相空間を永久に祐裡 う.常微分方程式の定性的理論18)から,こ
の運動は周期軌道 (closed orbit)か非周期軌道 (strange attractor)のいずれかで
ある｡ 同様の結果は2倍高調波Eに対する断熱近似が破れても起る｡ 残念ながら,運
動がどちらのタイプであるかを決める解析的方法7)掩 いので,現状では計算機に頼らざ





於いて乱流統計力学が存在してもよい｡ 次の目標は strange attractor の物理的内容
を明らかにすることである｡いま,非線形ランジュバン方程式 dc/dt- F〟(C)+R(t)
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